
17F---Cafe　×　THE 表参道

15F---Cafe　×　眺望

12F---Cafe　×　学習

9F---Cafe　×　テラス

6F---Cafe　×　仕事

4F---Cafe　×ファミリー

1F---Cafe　×　交差点

建築のスラブ側面が電光掲示板としての機
能を果たす。上部にかけてスラブを厚くし
ていくことで、視野と広告面との距離が大
きい建築上部は離れた位置にいる人が認知
しやすくなり、下部にいくほど建築の足元
から認知しやすくなる。また、LED配列の
解像度を変化させる事によって , 掲示物の
スケールを高さによって変更させる事が可
能になる。

03/都市の顔「交差点」
都市移動の結節点、移り行く時代を象徴する広告や人々が集まる交差点は多くの都市の中で
その都市の顔となる。この交差点のある一角に表参道を立ち上げたような都市のベンチとして
のカフェを配置する事で青山通りと表参道が交わるこの交差点を新たな表参道の顔へと変化さ
せる。

01/移りゆく街-表参道-

「表参道の文化変遷」
時代の中で次々に移りゆく表参道の個性

表参道まちは、表のにぎやかさと裏の静けさの中で
日頃多くの人々によって目まぐるしく変化している。

過去

現在

02/都市のベンチ「Cafe」
カフェは衆目の中で合法的に腰をおろすことができる都市のベンチである。表参道のケヤキ並木
の下には表参道を横断するような都市のベンチが存在する事に着目した。私たちは都市の中で
移り行く街を眺められるようなベンチのような建築を表参道の一角に提案する。カフェとしての建
築は、変動を続ける表参道とまちを繋ぐソーシャルグルー（社会的接着材）としての意味を持つ。

過去

現在

Cafe
流行をつくる

流行を追う

ソーシャルグルー

時代が進み、カフェは大衆的な居場所となり
万人が都市という舞台に参加している

もともとは文化サロンの位置付けだったカフェ

表参道の界隈には広場やカフェ等の小さな
ソーシャルグルーとしての場がいくつも点在している

それらのネットワークを合わせたような
ソーシャルグルーとしてのベンチを提案する

強い歴史的文脈の中にあり続け、時代の流行をリードしてきた表参道は人々の憧れの的になり、
多種多様な人々を集め、時代と街をつくる人々により目まぐるしく街の様子を変化させて来た。

07/移り行く都市をながめるベンチ「表参道のカフェ」

（社会的接着剤）

-停止中-
歩行者の間では交差
点で待つ人同士の
「見る」「見られる」
の関係が生じている。
また、停止中は周囲の
囲われた建物に視線
が行き歩行者同士の
視線の交差が生まれ
ている。

-移動中-
移動中は人の波が決壊し
対岸に押し寄せるように一
つのかたまりになって視線
の方向へと進む、人の粒が
交差していく様子は数秒の
間に終わり、また次の交差
の準備へと絶えず変化する
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06/上昇する眺望

05/交差点を引き込むランドスケープ

04/表参道を立ち上げた建築

幅4m、高さ80mで構成されるこの建
築は、交差点側と内部のカフェからの
両方において上昇する眺望が得られ
る。交差点からは建築の幅4mという
薄さによって内部の活動を視認でき、
人の行動が建築の状態をつくり上げ
るように見る事が出来る。内部では上
階に上がるにつれ、「道-まち-都市」と
表参道から東京を一望することがで
きる。また4mという薄いカフェに腰を
下ろす事によって都市の眺望に身体
をおく感覚を持つ事が出来る。

PULL UP!!

都市の眺望

まちの眺望

道の眺望

カフェ口

メトロ

表参道口

B1F

交差点を引き込むようにランドス
ケープを計画する。交差点の白線を
延長するように敷地内に引き込み、
すり鉢状の階段により建築の足元を
構成する。交差点の流動性を建築ま
で連続させることで建築に求心力を
与える。すり鉢状の階段は表参道の
広場となり、交差点に新たな顔とし
ての風景をつくり出す。この広場は
地下鉄と直接つなぐことによって表
参道に訪れた人々にとってのファー
ストプレイスとなる。

表参道を立ち上げたような建築を提案する。小さなソーシャルグルーは表参道の人や歴史を象
徴している。これらを紡ぎ、移り行く状態を眺望する一つの大きな都市のベンチを立ち上げる。

表参道の C a f e

■新しいビルディングタイプとしてのカフェ

眺望の価値などで高層部にカフェが残れること
はほとんどない。カフェはその入りやすさや回転
率などで路面が最適であると考えられている。
この建築は、回転率と眺望的価値をビルとカフェ
だけで構成することでビルディングタイプとしての
床価値をフラット化し、人々が循環する新たな
ビルディングタイプを計画する。

高さと価値の関係
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■発信する電光掲示板

■「薄さ」と「高さ」をつくる

表参道の c a f e

表参道の c a f e

表参道の c a f e

表参道の c a f e

表参道の c a f e

表参道の c a f e

表参道の c a f e

大

小

建築の透明化を図る。内外からの眺望を確
保するために、耐火皮膜不要の鉄骨柱FR鋼
を使用する。よってサッシュをシャープにする
ことが可能になる。

電光掲示板を明確に見せるためにフレーム
を見せなくする必要がある。そこで、SSG工
法によるバックマリオン方式を採用しサッシ
ュが内部側に来ることによってファサードが
強調される仕組みを作る。さらに、内側に入
る柱がインテリアを支える構造や、間仕切り
の役目を果たす。

ファサード同士をパネルとして捉え、挟み込
むことによるハニカム構造とする。しかしそれ
だけでは風力に対抗できないため風穴をあ
け、風の通り道を作ることにより力を逃がす。

都市の空中庭園になる中層部のガーデンカフェは、表参道の緑を上部へと繋げる

眺望を貫通させる極薄のヴォリューム。　高層階には大きなサインが流れ遠方の視線を引きつける。

道に面するGL部分のランドスケープは交差点を利用する人 を々建築の内部へと導く

立体的な動線が作り出す足下に広がるアトリウム空間は周辺の道と駅と連続し流れを上昇させる

世界的に有名な渋谷スクランブル交差点、約45秒間で滞留と流動が繰り返される。巨大な移動の流れが都市の顔になる

50

鉄骨柱　FR鋼
50×200
シーリング材

アルミサッシュ
フッ素樹脂焼付塗装

20
0

50

アクソメ構成図

サッシュ部分断面詳細図

hlc0260

「東京中を表参道のカフェから一望」

都市の眺望をのんびり楽しむためのカフェレストランや

展望デッキの計画

「美味しいコーヒーと共に学習を」

景色を楽しみながら学習に打ち込める場所を計画

　　1、２Fの書店と連携する図書館のような

　　カフェ空間。

「都市の空中庭園」

ガーデンテラスが併設されたカフェを

外部として計画。足下に覗くケヤキ並木

　　　　からの緑を建築へと取り入れる。

　　　

「子育てカフェ」
　小さな子どもが遊ぶ場所や授乳室

　また、試供品のサテライトコーナーを併設

　　　　年齢層問わず落ち着ける場所

　　　　

「開かれたソーシャルオフィス」

　　美味しいコーヒーを飲みながら

　　　　　ノマドワークや外部企業との

　　　　　　打ち合わせをする事ができる。

「街の動線のなかにある路上カフェ」

　路上と連続した1F部分は交差点を

　　引き込むように計画ラジオ・フォトスタジオを

　　併設する事により、表参道で起こるスカウト行為

　　　　　　　　　やメディア収録に利用できる


